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MA-Zr 水素化物ターゲットを模擬した Nd-Zr 水素化物に、模擬固溶 FP 元素として Ce を、模擬析出 FP 元

素として Agを加え、その組織を観察するとともに FP 元素添加の物性への影響を評価した。 
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1. 緒言 

MA-Zr 水素化物の模擬材である Nd-Zr 水素化物は、Nd リッチ水素化物と Zr 水素化物の二相から形成され

る。この熱機械物性に対する FP の影響を評価するため、Nd 水素化物相に固溶および近傍に析出する FP 元

素をそれぞれ選定するとともに、試料を合成し各物性を測定した。 

2. 実験方法 

アーク溶解にて作製したインゴットを切断・研磨後、高真空ジーベルツ装置にて水素化した。模擬 FP 元素

として Ce, Mo, Si, Ag等を加えた。導入水素量は Zr 相が H/Zr = 1.6、Nd(+Ce)相が H/Nd(+Ce) = 2.0 となるよ

うに調節した。作製した試料について結晶構造、組織、元素分布を確認するとともに、熱伝導率、ビッカー

ス硬度等を測定した。 

3. 結果 

模擬 FP 元素のうち、Ce は Nd 水素化物相にのみ均一に固溶した。一方で Mo 相はマトリクスである Zr 水

素化物相中に分散してしまい、予想した析出相が得られなかった。図 1に示す通り、Agは Ag2Nd 化合物と

して Nd 水素化物相に隣接するように析出しており、このため水素化物ターゲット材における模擬析出 FP

元素に選定した。これら模擬 FP の物性への影響について、図 2の通り熱伝導率は Ce, Agいずれの添加でも

減少する一方で、硬度には影響が見られなかった。また Ag添加試料においては Nd の一部が Ag2Nd を形成

したため、水素が過剰となり、一部ε相 Zr 水素化物が検出された。これが熱伝導率の比較的大きな減少を

もたらしたと考えられる。水素化物ターゲット材における FP 影響においては、析出物自体の効果に加えて、

水素の移行によるマトリクスの変化を考慮する必要があるといえる。 

 

図 1 Nd-Zr-Ag水素化物の元素分布    図 2 模擬 FP 添加試料の(a)熱伝導率と(b)ビッカース硬度 
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